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市政のあり方を問う！

●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています　

全ての子どもたちに寄り添った教育を！

問　

保
護
者
が
要
請

し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
不
誠
実
だ
と
思

わ
れ
る
対
応
が
あ
っ

た
事
実
を
把
握
し
て

い
る
。
適
切
な
合
意

形
成
が
で
き
て
い
る

の
か
。

答　

個
々
の
教
育
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
多
様

な
選
択
肢
か
ら
最
も

適
切
な
判
断
が
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
や

保
護
者
の
立
場
に
寄

り
添
い
な
が
ら
真
摯

に
対
応
し
て
い
く
。

就
学
猶
予
制
度

問　

超
低
出
生
体
重

児
な
ど
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
子
ど
も

の
数
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
就
学
猶
予
制

度
適
用
等
の
当
事
者

の
希
望
に
で
き
る
限

り
寄
り
添
っ
た
措
置

が
必
要
で
は
。

答　

早
期
か
ら
の
教

育
相
談
・
支
援
を
行

い
、
合
意
形
成
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
保
護
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
は
義
務

で
あ
り
、
可
能
な
限

り
意
向
を
尊
重
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
。

水道料金を減免・市民支援策へのメッセージ

市民の暮らしを守る 

日
本
共
産
党
津
山
市
議
団美見みち子　　　中村聖二郎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
被
害

か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策

の
一
つ
と
し
て
、
他
市
で
は
水
道

基
本
料
金
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
、
総
社
市
が
４
ヵ
月
無

料
化
と
聞
い
て
い
る
。
本
市
で
基

本
料
金
を
４
ヵ
月
免
除
し
た
場
合

の
減
免
額
は
。

答　
約
２
億
円
の
減
免
と
な
る
。

問　

水
道
条
例
第
30
条
で
「
管
理

者
は
、
公
益
上
そ
の
他
特
別
の
理

由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
料
金

等
を
減
免
で
き
る
」
と
あ
る
。
現

在
の
状
況
が
特
別
の
理
由
に
値
す

る
の
で
は
。

答　

多
額
の
減
収
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
、

耐
震
化
事
業
な
ど
へ
の
影
響
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

問　

水
道
料
金
減
免
が
市
民
の
暮

ら
し
を
守
り
、
こ
の
困
難
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
乗
り
越
え
る

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
す
れ
ば

水
道
局
の
収
入
減
に
対
し
、
一
般

会
計
か
ら
の
補
填
と
い
う
措
置
で

検
討
し
て
は
。

答　

水
道
料
金
減
免
は
、
厚
生
労

働
省
通
知
に
お
い
て
、
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
効
果
的
な
対
策
の

一
例
と
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
と

り
か
か
っ
て
い
る
補
正
予
算
編
成

を
行
う
上
で
、
参
考
と
し
た
い
。

問　

水
道
料
金
減
免
は
、
市
長
が

「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
え
ば
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
の
で
は
。

答　

本
市
の
実
情
を
注
視
し
な
が

ら
判
断
し
て
い
く
。

問　
「
学
校
再
開
に
向
け
て
の
留
意

事
項
」
の
中
で
、「
人
と
の
間
隔
を

約
２
メ
ー
ト
ル
空
け
密
接
を
避
け

る
」と
あ
る
。
市
内
の
各
学
校
は「
密

接
を
避
け
る
」
教
室
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

教
室
等
で
は
、
座
席
間
を
離

し
て
着
席
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒

間
の
距
離
を
１
メ
ー
ト
ル
程
度
離

す
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
距
離
の
確
保
が
難
し
い
学
級

は
、
マ
ス
ク
着
用
と
こ
ま
め
な
換
気

を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

超低出生体重児とは1,000ｇ未満で産まれた新生児

三浦ひらく

あの質問Q その後どうなった！？その後どうなった！？

故人の死亡届提出後の手続きをスムーズにするため「お悔やみの案内係」を設けては？

その時の答え 住民サービスの向上のため前向きに検討したい。

令和２年６月１日から、本庁舎１階７番窓口に亡くなられた
市民の方に関する各種手続きをワンストップで行える「おく
やみ窓口」を開設。（事前予約制）
おくやみ窓口では、遺族の負担を軽減するため、手続きに必
要な書類を一つの窓口で用意し、手続きの簡略化とサポート
に努めている。

その後の状況 …

市政のあり方を問う！

みんちゃい94号より（令和元年６月定例会）

請願
審査

私はこう考え
る

６月定例会では２件の請願が提出され審議を行いました。
　請願第１号　津山市郊外の高速インターネット網に関する請願 　   ⇒　採択
　請願第２号　「日本政府に核兵器禁止条約の調印・批准を求める」
　　　　　　　意見書採択を求める請願　　　　　　　　　　　　　　⇒　継続審査

請願第２号を「継続審査」とすることに対する討論

美見みち子議員 秋久憲司議員 安易な継続審査は避けるべき被爆者の切なる願い
　近年、日本を含む世界の情勢
は核兵器を「悪魔の兵器」と断
定し、核兵器そのものの禁止へ
大きく舵が切られている中、被

爆75周年を迎えた今年、被爆者の切なる願
いに応え日本政府として調印し批准すること
が何よりも求められると考える。そのことか
ら本請願を採択するべきと考えるため、継続
審査とすることに反対する。

　委員長報告で「国の問題だか
ら地方議会で扱う内容ではない
との意見があった」とあるが、
これは地方議会の声を国に届け

る意義を否定することである。また、議会で
は可否の判断をなるべく行うべきであり、安
易に継続審査とすることは議会の機能低下を
招くことからも十分な議論を深め、結論を出
してほしいので継続審査に反対する。


